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【 請 求 項 １ 】
　 半 導 体 素 子 及 び 該 半 導 体 素 子 に 接 続 さ れ た 保 持 容
量 を 複 数 の 画 素 を 有 す 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 半 導 体 素 子 は 、
　 半 導 体 、
　 半 導 体 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ゲ ー ト 電 極 、
　 第 １ 無 機 絶 縁 膜 、
　 第 １ 無 機 絶 縁 膜 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 、
　 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 第 ２ 無 機 絶 縁 膜
　 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 配 線 を 有 し 、
　 前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 に 第 １ 開 口 部 の 内 壁 面 が 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 に 覆 わ れ
　 第 １ 開 口 部 の 内 側 に 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁
膜 を 含 む 積 層 体 に 第 ２ 開 口 部 を 有 し 、
　 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 前 記 半 導 体 と 前 記 配 線 が 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 保 持 容 量 は 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び
前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 を 誘 電 体 こ と
を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　

画 素 部 を 有 し 、 前 記 画 素 部 は 電 気 的 に
含 む る 表

前 記 膜 と
前 記 膜 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ゲ ー ト 電 極 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と 、
前 記 上 に 形 成 さ れ た と

形 成 さ れ た 、 、
前 記

形 成 さ れ た
前 膜

前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 、
含 む 、 前 記 配 線 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ る

画 素 部 を 有 し 、 前 記 画 素 部 は 半 導 体 素 子 及 び 該 半 導 体 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 保 持 容



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

【 請 求 項 ３ 】
　 半 導 体 素 子 及 び 該 半 導 体 素 子 に 接 続 さ れ た 保 持 容
量 を 複 数 の 画 素 を 有 す 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 半 導 体 素 子 は 、
　 半 導 体 、
　 半 導 体 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ゲ ー ト 電 極 、
　 第 １ 無 機 絶 縁 膜 、
　 第 １ 無 機 絶 縁 膜 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 、
　 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 第 ２ 無 機 絶 縁 膜
　 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 配 線 を 有 し 、
　 前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 の 内 壁 面 が 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 に 覆 わ れ
　 前 記 第 １ 開 口 部 の 底 面 に お い て 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 と 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 が 、
　 第 １ 開 口 部 の 内 側 に 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁
膜 を 含 む 積 層 体 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 を 有 し 、
　 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 前 記 半 導 体 と 前 記 配 線 が 接 続 さ れ て お り 、
　 前 記 保 持 容 量 は 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び
前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 を 誘 電 体 こ と
を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
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量 を 含 む 複 数 の 画 素 を 有 す る 表 示 装 置 に お い て 、
前 記 半 導 体 素 子 は 、
前 記 半 導 体 膜 と 、
前 記 半 導 体 膜 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 と 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ゲ ー ト 電 極 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｓ Ｏ Ｇ 膜 と 、
前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 配 線 と を 有 し 、
前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 の 内 壁 面 が 、 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 に 覆 わ れ 、
前 記 第 １ 開 口 部 の 内 側 に 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁

膜 を 含 む 積 層 体 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 を 有 し 、
前 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 前 記 半 導 体 膜 と 前 記 配 線 が 接 続 さ れ て お り 、
前 記 保 持 容 量 は 、 第 １ の 保 持 容 量 と 、 第 ２ の 保 持 容 量 か ら 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 保 持 容 量 は 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁

膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 を 含 む 誘 電 体 、 前 記 配 線 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ
、
　 前 記 第 ２ の 保 持 容 量 は 、 前 記 半 導 体 層 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形
成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ 、

前 記 第 １ の 保 持 容 量 と 前 記 第 ２ の 保 持 容 量 は 、 並 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
表 示 装 置 。

画 素 部 を 有 し 、 前 記 画 素 部 は 電 気 的 に
含 む る 表

前 記 膜 と
前 記 膜 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ゲ ー ト 電 極 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と
前 記 上 に 形 成 さ れ た と 、
前 記 上 に 形 成 さ れ た と

、 、
接 し

前 記

前 膜
前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 、

含 む 、 前 記 配 線 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ る

画 素 部 を 有 し 、 前 記 画 素 部 は 半 導 体 素 子 及 び 該 半 導 体 素 子 に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 保 持 容
量 を 含 む 複 数 の 画 素 を 有 す る 表 示 装 置 に お い て 、

前 記 半 導 体 素 子 は 、
前 記 半 導 体 膜 と 、
前 記 半 導 体 膜 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 電 極 と 、
前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 と 前 記 ゲ ー ト 電 極 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 無 機 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｓ Ｏ Ｇ 膜 と 、
前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 と 、



　
　
　
　

　
　
　

　

【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 請 求 項 に お い て 、
　 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 は 、 窒 化 シ リ コ ン 膜 、 窒 化 酸 化 シ リ コ ン 膜
、 酸 化 窒 化 シ リ コ ン 膜 、 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 、 窒 化 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 も し く は 酸 化 窒 化
ア ル ミ ニ ウ ム 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 表 示 装 置 。
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前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 配 線 と を 有 し 、
前 記 Ｓ Ｏ Ｇ 膜 に 形 成 さ れ た 第 １ 開 口 部 の 内 壁 面 が 、 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 に 覆 わ れ 、
前 記 第 １ 開 口 部 の 底 面 に お い て 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 と 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 が 接 し 、
前 記 第 １ 開 口 部 の 内 側 に 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁

膜 を 含 む 積 層 体 に 形 成 さ れ た 第 ２ 開 口 部 を 有 し 、
前 記 第 ２ 開 口 部 を 介 し て 前 記 半 導 体 膜 と 前 記 配 線 が 接 続 さ れ て お り 、
前 記 保 持 容 量 は 、 第 １ の 保 持 容 量 と 、 第 ２ の 保 持 容 量 か ら 形 成 さ れ 、
前 記 第 １ の 保 持 容 量 は 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 、 前 記 第 １ 無 機 絶 縁

膜 及 び 前 記 第 ２ 無 機 絶 縁 膜 を 含 む 誘 電 体 、 前 記 配 線 と 同 時 に 形 成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ
、
　 前 記 第 ２ の 保 持 容 量 は 、 前 記 半 導 体 層 、 前 記 ゲ ー ト 絶 縁 膜 、 前 記 ゲ ー ト 電 極 と 同 時 に 形
成 さ れ た 導 電 膜 で 構 成 さ れ 、

前 記 第 １ の 保 持 容 量 と 前 記 第 ２ の 保 持 容 量 は 、 並 列 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
表 示 装 置 。

乃 至 ４ の い ず れ か 一 項
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